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それぞれの地域ごとに異なった環境や文化があり 、
そこに暮らす人々の今の生活も千差万別です。
たえずあし もとを見ながら、 みのまわりの空間を
デザインしていけたらといいなと思っています。

建築作品部門

蔵を活かしたコミュニティーデザイン
中山道旧市街地の小規模エリア計画

埼玉県本庄市

本庄・宮本蔵の街

埼玉県本庄市の酒問屋の跡地630坪を、コミュニティーアーキテクト（建築家）と
市民が協力し、素敵な景観のある住宅地を創出。そこには楽しく、豊かな生活の場が！

2009酒問屋、小森商店閉店
オーナー、市民、建築家、大学、行政
、皆さんと見学会＆跡地利用を考える

明治45年頃

平成21年頃

工事始まる
平成22年

補助金無しの事業計画 2012ほぼ完成
6戸の住宅オーナー決定

2009,6戸の住宅分譲開始

3つの蔵　設計事務所、カフェ、ホール（当初）

全体計画図

電柱は敷地の背後へ
煉瓦、 壁土の再利用
早稲田大から街路樹を寄付してもらう
道沿い1m巾緑化、 塀なく す
外壁を白系と自然素材でまとめる

市道と して寄付
道を曲げる事により
視線を蔵の方にいく よう にし た

行政、 インフラ業者との粘り 強い
交渉が必要

■江戸時代中山道の宿場町で栄えた本庄は
明治大正と絹の集積地としてまた繁栄しま
した。 しかし近年人口減少の地方都市と同
様、 商店街は閑散としています。 この旧市
街地の酒問屋跡地を、 蔵を残し新しいコミ
ュニティ ーとして計画しました。
この計画の特徴は、 宅地分譲の資金と蔵の
賃貸料で全計画の資金を捻出したことで、
歴史的建築を活かした景観つく りが、 公的
な助成金なしに可能になった点です。 この
手法は他の地域でも活かすことが可能だと
考えています。 また計画の発端の市民活動
をう まく 事業ベースにはこぶ役割を建築家
が積極的に担う ことが大切だと感じました
。


